
市
で
は
、
現
在
、
魚
沼
市
役
所
旧
小
出
庁
舎
の
解

体
後
の
跡
地
に
、
（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
図
書
館
＋
公
民
館
）
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
は
、
小
出
郷
図
書
館
の
図
書
館
機
能
と
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
集

会
室
機
能
を
移
転
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
機
能
移
転
後
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
施
設
と
し
て
再
整
備
を
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

設
計
に
あ
た
り
、
市
民
参
加
型
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
Ｗ
Ｓ
）
を
立
ち
上
げ
、
図
書
館
、

社
会
教
育
、
商
工
会
等
の
団
体
、
地
元
町
内
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
方
々
と
、
市
内
の
高
校
生
ほ
か
か
ら
構

成
さ
れ
た
『
小
出
地
区
ま
ち
な
か
再
生
事
業
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
委
員
』
が
参
加
し
、
市
民
が
必
要
と
し
て

い
る
図
書
館
、
公
民
館
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
付
随
し

得
る
そ
の
他
の
機
能
、
空
間
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

広
く
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
や
ま
ち
、
魚
沼
市
全
体
に
『
に
ぎ
わ
い
』
を

生
む
施
設
と
は
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
を
市
民
と

と
も
に
考
え
、
ま
た
、
こ
の
Ｗ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
、

魚
沼
市
の
更
な
る
魅
力
に
気
付
き
、
地
元
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
増
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

第
１
回
Ｗ
Ｓ
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
案
と
（
仮
称

）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
図
書
館
機
能
移
転
後
の

建
物
に
つ
い
て
、
広
く
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｓ
に
先
立
ち
、
内
田
市
長
の
挨
拶
、
市
か
ら
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
Ｗ
Ｓ
の
運
営
、
事
業
計
画
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
設
計
者
の
石
山

匡
美
氏
（
魚
沼
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設
計
共
同

体
）
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
案
に
つ
い
て
動
画
等
を

用
い
た
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ア
イ
ス

ブ
レ
イ
ク
を
兼
ね
た
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
全

員
が
話
し
や
す
い
空
間
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
設
定

さ
れ
た
次
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■

図
書
館
・
公
民
館
に
つ
い
て

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
「
南
向
き
な
の
で
本
の
日

焼
け
が
心
配
」
「
書
架
が
石
積
み
に
見
え
な
い
」
と

い
っ
た
蔵
書
の
管
理
、
書
架
の
形
状
に
関
す
る
意
見

や
、
利
用
者
の
使
い
や
す
さ
を
考
慮
し
て
「
点
字
書

架
は
３
階
よ
り
も
１
階
や
入
口
付
近
の
方
が
良
い
」

「
読
み
聞
か
せ
ス
ペ
ー
ス
は
曇
り
ガ
ラ
ス
で
見
え
な

い
方
が
良
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

公
民
館
に
つ
い
て
は
、
「
（
貸
室
の
）
量
が
少
な

い
の
で
は
？
」
と
い
っ
た
公
民
館
機
能
自
体
が
図
書

館
機
能
に
比
べ
て
少
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

■

そ
の
他

「
市
庁
舎
と
同
じ
形
状
な
の
で
差
別
化
し
て
ほ
し

い
」
「
北
側
や
西
側
の
入
口
は
風
が
吹
き
込
む
」
と

い
っ
た
地
元
な
ら
で
は
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

会
場
：
魚
沼
市
庁
舎
会
議
室

ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ

小出地区まちなか再生事業ワークショップ
開催日：2022.05.28 (土)
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市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ー
ト

テ
ー
マ
１

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
案
の
感
想

Vol.
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（プロポーザル案 イメージ図）



■

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

図
書
館
機
能
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
数
や
閲
覧
席
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
要
望
の
ほ
か
、
車
い
す
利

用
者
で
も
届
く
書
架
や
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
き
て

も
ゆ
っ
く
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
と
い
っ
た
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
バ
リ
ア
の
な
い
図
書
館
を

望
む
意
見
も
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

公
民
館
機
能
に
つ
い
て
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
和

室
や
調
理
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
な
ど
、
サ
ー
ク

ル
活
動
で
利
用
す
る
部
屋
や
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
飲
食

ス
ペ
ー
ス
を
希
望
す
る
意
見
が
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。駐

車
場
・
屋
外
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
木
々
や

遊
具
の
あ
る
公
園
の
よ
う
な
使
い
方
の
ほ
か
、
ラ
ジ

オ
体
操
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
空
間
を
希
望

す
る
意
見
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
グ
ル
ー

プ
も
共
通
し
て
積
雪
対
策
に
関
す
る
意
見
が
多
く
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
駐
車
場
に
屋
根
が
必
要
と
い
う
意

見
が
あ
る
一
方
、
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
合
は

屋
根
が
無
い
方
が
良
い
と
い
う
、
相
反
す
る
意
見
も

み
ら
れ
、
今
後
の
大
き
な
検
討
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

建
物
全
体
に
つ
い
て
は
、W

i
-

F
i

・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
や
、
災
害
時
の
避
難
所
機
能
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

運
営
方
法
に
つ
い
て
入
退
館
の
管
理
に
対
す
る
意
見

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

■

そ
の
他

魚
沼
の
魅
力
で
あ
る
雪
を
、
雪
室
や
空
調
に
利
用

し
て
「
利
雪
」
す
る
意
見
や
、
除
雪
し
た
雪
を
「
結

の
灯
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
し
て
は
ど
う
か

と
い
っ
た
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■

現
小
出
郷
図
書
館
の
今
後
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
あ
そ
び
場
や
、
小
学
校
高
学
年
向

け
の
児
童
館
、
高
校
生
が
学
校
帰
り
に
寄
っ
て
勉
強

を
し
た
り
、
集
え
る
場
所
が
良
い
と
い
っ
た
意
見
が

多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
の
魚
沼
の
活
性
化
を
創

出
す
る
施
設
を
希
望
す
る
意
見
も
あ
げ
ら
れ
、
今
後

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
検
討
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
Ｗ
Ｓ
で
は
、
類
似
施
設
の
見
学
や
、
計
画

建
物
に
希
望
す
る
機
能
、
建
物
全
体
の
使
い
勝
手
、

に
ぎ
わ
い
を
生
む
空
間
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

次
回
は
、
類
似
施
設
（
十
日
町
情
報
館
・
段
十
ろ

う
）
の
見
学
を
行
う
予
定
で
す
。
Ｗ
Ｓ
委
員
、
市
、

設
計
者
全
員
で
見
学
し
、
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
計
画
建
物
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
今
後

の
Ｗ
Ｓ
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定

テ
ー
マ
２

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
現
小
出
郷

図
書
館
の
今
後
の
使
い
方
へ
の
意
見
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＊ＷＳのスケジュール＊

■第１回ＷＳ

プロポーザル案について

■第２回ＷＳ

類似施設の見学

■第３回ＷＳ

市民が望む機能とは？

にぎわいを生む空間とは？

■第４回ＷＳ

配置・平面のゾーニングを

考える

■第５回ＷＳ

基本設計報告会＋小出郷図

書館建物の利活用方法

■第６回ＷＳ

小出郷図書館建物の利活用
計画の提示
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